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多彩な画像強調観察モード
色素（インジゴカルミン等）,NBI, LCI, BLI、レーザー光など使用



内視鏡画像診断支援システム

AIが見つめる内視鏡検査の未来

山下公園の紫陽花



AIによる内視鏡診断補助



AIによる内視鏡診断補助



AIによる内視鏡診断の性能

早期胃癌の範囲診断もAIは感度が高く、
専門医の診断にほぼ迫る精度

”現在もAIは進化中”

ＡＩによる内視鏡診断補助
診断見落としを防ぐ
人手不足を補う

タイパ、コスパに優れる

ダブルチェック機能を果たす？



横浜市の皆さん
• ピロリ菌感染や萎縮性胃炎では圧倒的に胃がん発生
率が高いので、今後は個別リスク（ピロリ菌感染の
有無、胃の萎縮・炎症の程度）に応じた適切な検診
間隔・方法が推奨されることになると予想されます。

• 胃だけでなく食道・十二指腸の疾患も、ピロリ菌感
染の有無、胃の炎症・萎縮の程度もわかりますので、
胃内視鏡検査を積極的に受けてくださればと思いま
す。

ご清聴有難うございました。


